
令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月21日（月）

2限目

子どもの発達と子どもの理解、援助の視点・方法

小川　絢子

子どもの発達について、「乳児や1歳以上3歳未満児の保育の充実」や「幼児期の終わりま
でに育って欲しい姿」、「架け橋期」といった視点から論じる。大切にしたい子どもの発
達の視点や、またそれをどのように保育者同士が話し合い、共通の理解にしていくのかに
ついて考える。子どもの発達や理解をふまえ、子どもの主体的な遊びや生活を保育者が支
えられるような保育のあり方について考えていく。到達目標は、各園における子どもの発
達や子ども理解で大切にしたい視点を明確にし、それをクラス担任である保育者とともに
話したり、確認したりしていくための方法を考えることである。

持ち物：筆記用具



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月21日（月）

3限目

保育の今日的課題

小栁　雅子

多様化・不確実化が進展する保育現場において、保育者が生き生きと働くことの出来る職
場づくりやそれに伴うリーダーシップの在り方などを具体的に考えていきます。

①生き生きと働くことの出来る職場とは
②保育組織におけるリーダーとリーダシップ
③多様化が進む保育現場のマネジメントと保育者の成長

以上３点について理解を深め、勤務園での具体的状況に応じた対応・方策を創出できるよ
うになることを目標とします。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月21日（月）

4限目

保育士指導

嶌田　弘子

〇主任保育士の役割の一つである保育士指導の在り方について、保育士の意欲の引き出し
方や同僚性を持った指導についての理解を深めることを目的とします。
・主任保育士として同僚性を意識した保育士指導について学ぶ。
・保育士指導における現状と課題から具体的な指導者としての役割行動を考える。

現在の保育士指導においての自身の課題について整理してきてください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月22日（火）

1限目・2限目

障害児保育

藤井　七瀬

障害児保育に関する基礎的な知識（気になる子ども・医療的ケア児・障害に関連する法
律・制度）を深めるとともに適切な障害児保育を計画し、個々の子どもの発達の状態に応
じた障害児保育を行う力を養う。また、気になる子どもの理解・支援について、実際に対
応に困った子どもの事例検討を通し、具体的な支援をグループ討議の中で理解を深めてい
く。

持ち物：筆記用具



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月22日（火）

3限目・4限目

保育所の自己評価【演習】
【グループワーク含む】

武藤　直子

はじめに「保育所における自己評価ガイドライン(2020年改訂版)」(2020.3厚生労働省)を
参考にしながら、保育の過程における自己評価の意味及び保育所において自己評価を行う
意義について学びます。続いて、それを踏まえて、演習を行います。①各保育所で、現在
実施している自己評価を振り返り、問題・課題を整理します。②①について各研修生が自
己で検討した後、グループ討議を行います。各職場で活かすことができるように、具体
的、実践的な内容について意見を交わしながら、各々の理解を深めていきます。

持ち物：「保育所における自己評価ガイドライン(2020年改訂版)」厚生労働省2020年3月
　　　　「保育をもっと楽しく　保育所における自己評価ガイドライン　ハンドブック」
厚生労働省2020年3月



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月23日（水）

1限目・2限目・3限目・4限目

園内研修

平野　朋枝・杉山　実加

保育現場の実際の状況にあった園内研修にするために、主任保育士としての園内研修の課
題、計画、実践について考えていきます。保育の質を高める園内研修のヒントをグループ
ワークで実践的に学びます。

【内容】
1限目：園内研修の目的や意義について学ぶ
2限目：園内研修の方法を体験して学ぶ
3限目：園内研修の実践と振り返り（グループワーク）
4限目：グループワークの発表　まとめ

運動ができる服装（体育館シューズをご持参ください）

実践やグループワークを通して体験的に学ぶ研修となっています。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月24日（木）

1限目

3歳未満児保育（意義、環境構成、保育士の連携指導）

武藤　直子

・意義：社会的、教育的それぞれの意義を確認しながら、3歳未満児保育の理解を深めま
す。
・環境構成：人的環境と物的環境について、保育所保育指針(2020厚生労働省)に挙げられ
ている、養護の２つの柱（生命の保持、情緒の安定）と連関させながら学びます。
・保育士の連携指導：職員集団をチームとして機能させるための連携について考えます。
チームの中で、主任に求められるものは何か、チームが機能するために何をするべきか等
について、3歳未満児保育に焦点を当てて考えます。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月24日（木）

2限目

保護者支援

小原　倫子

情動理論の立場から乳幼児‐養育者（保護者）の関係性に対する理解を深め、保育実践に
活かせる講義を行います。
最初に、乳幼児‐養育者（保護者）の情緒的な関係性の発達プロセスを示し、安定した関
係性を構築するための様々な環境要因について概説します。
それと併せて、養育者の子育てを中心としたさまざまな悩みに対する支援に必要な理論と
技法に関して紹介し、ロールプレイによる体験学習を行います。理論を理解するだけでな
く、感覚的に「聴く」という体験を通して、支援の在り方について自分なりの視点を獲得
することを期待しています。

主任研修初日（8月21日）に、保護者から相談されて困った事例を簡単にまとめたもの（A4
1枚程度。全部埋まっていなくても大丈夫です）を提出していただきますようお願い致しま
す。書き方、文章量などの決まりはありません。伝えたい「困った感」を自由に表現して
ください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月24日（木）

3限目・4限目

保育課程

小島千恵子・嶌田　弘子

達成目標：自園の保育カリキュラム（保育課程）が実際の保育の内容に反映されているか
振り返り、自園のカリキュラムの問題や課題を明確にする。
あらまし：他園の主任保育士とグループで問題や課題を出し合い、保育のカリキュラムが
実際の保育に活かされるための具体的な方策を考え合うようにする。

持ち物：
保育所保育指針や自園でカリキュラムの作成に活用している資料などあれば持って来てく
ださい。

自園のカリキュラムが実際の保育に反映されているかどうか洗い出しながら、問題や課題
を整理して持参してください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

主任研修

8月25日（金）

1限目・2限目・3限目・4限目

実習指導

小島千恵子・嶌田　弘子

達成目標：実習の目的や養成校の指導等を確認するとともに実習指導の在り方を探る。
あらまし：グループワークで、実習の現状を出し合い、実習指導の問題や課題を整理しな
がら、次代の保育者を育てるためにどのようなことが必要かまとめる。まとめたものは発
表し、意見交換して見分を広める。グループワークには実際に実習を経験している学生の
参加を検討している。

持ち物：
実習指導について園独自でまとめたものがあれば持参してください。

実習指導の問題や課題を整理してきてください。


